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サマリー

Ⅰ. サマリー

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります

■ 財務サマリー（2026年3月期 第3四半期決算実績、通期業績予想）

第3四半期

実績

受注高 36,611 百万円 (前年同期比 ▲25 % ）

（前年比－） エンジニアリング事業にて大型案件の受注が無く、前年同期比では減少

したが概ね計画どおり推移

受注残高は引き続き高水準を維持（2025年12月末：81,090百万円)

売上高 59,273 百万円 (前年同期比 ＋43 % ） （前年比＋） 受注した大型工事案件の進捗、船舶向け機器・部品の好調な販売が寄与

営業利益 6,106 百万円 (前年同期比 ＋72 % ） （前年比＋） 売上高の増加による売上総利益の増加が寄与し前年同期比で増加

通期予想

受注高 7０,500 百万円 (前 期 比 ＋9 % ）
【予想比＋】 GX事業において、更なる受注の上積みを見込む

（前期比＋） GX事業と舶用機械分野を中心に受注拡大、高水準の受注高を見込む
10/31発表： ６９,500百万円 （修正前比：＋１,000百万円）

売上高 88,500 百万円 (前 期 比 ＋49 % ） （前期比＋） 前期までの大型工事案件の受注、船舶向け機器・部品の好調な販売が寄与

10/31発表： 88,500百万円 ※業績予想修正無し

営業利益 ９,００0 百万円 (前 期 比 ＋58 % ）

【予想比＋】 エンジニアリング事業及び単体機械事業において、更なる営業利益の上

積みを見込む

（前期比＋） 売上高の増加による売上総利益の増加10/31発表： 8,550百万円 （修正前比：＋450百万円）

年間配当 105 円／株 (前 期 比 +35 円 ） 【予想比＋】 当期純利益予想の増益に伴い増配

（前期比＋） 配当性向:35.0%(前期比:＋2.3ポイント)
10/31発表： 86円／株 （修正前比：  ＋19円）

第2四半期(2025年10月31日)発表の通期予想を、 2026年1月30日に修正
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1) 連結損益計算書

Ⅱ. 2026年3月期第3四半期決算実績

増減額 増減率

41,313 － 59,273 － ＋17,959 ＋43.5%

売上原価 32,410 78.4% 47,006 79.3% ＋14,595 ＋45.0%

販売費及び一般管理費 5,352 13.0% 6,161 10.4% ＋809 ＋15.1%

3,551 8.6% 6,106 10.3% ＋2,554 ＋71.9%

3,791 9.2% 6,555 11.1% ＋2,763 ＋72.9%

2,466 6.0% 4,211 7.1% ＋1,745 ＋70.8%

108.05 － 184.92 － +76.87 ＋71.1%

前 年 同 期 比

2025年3月期Q3

（2024年度Q3）

実績

2026年3月期Q3

（2025年度Q3）

売上比実績 売上比

営業利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

売上高

1株当たり四半期純利益(単位：円)

経常利益

(注)当社は2025年４月１日を効力発生日とし普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割しております。これに伴い、１株当たり四半期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し算出しております。

（注）前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2025年３月期第３四半期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の数値を記載しております。

（単位：百万円）
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2) 販売管理費

Ⅱ. 2026年3月期第3四半期決算実績

⚫金額ベースでは 15.1%増： 新製品創出に向けた成長投資を拡大し研究開発費が増加、また、企業ブランド戦略活動により

広告宣伝費が増加

⚫売上高比率では 2.6ポイント低下： 売上高販管費率は 13.0% から 10.4% に低下

増減額 増減率

給与・賞与 1,972 4.8% 2,250 3.8% ＋277 ＋14.1%

見積設計費 606 1.5% 648 1.1% ＋42 ＋6.9%

研究開発費 308 0.7% 401 0.7% ＋93 ＋30.2%

広告宣伝費 120 0.3% 235 0.4% ＋114 ＋94.9%

販売手数料 184 0.4% 221 0.4% ＋36 ＋20.1%

減価償却費 213 0.5% 194 0.3% ▲18 ▲8.9%

その他 1,947 4.7% 2,211 3.7% ＋263 ＋13.5%

合計 5,352 13.0% 6,161 10.4% ＋809 ＋15.1%

売上比実績 売上比
前 年 同 期 比

2025年3月期Q3

（2024年度Q3）

実績

2026年3月期Q3

（2025年度Q3）

（単位：百万円）

（注）前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2025年３月期第３四半期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の数値を記載しております。
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連結業績予想

Ⅲ. 2026年3月期通期業績予想

（単位：百万円）

増減額 増減率

59,202 － 59,273 － 88,500 － ＋29,297 ＋49.5%

売上原価 45,995 77.7% 47,006 79.3% 70,700 79.9% ＋24,704 ＋53.7%

販売費及び一般管理費 7,511 12.7% 6,161 10.4% 8,800 9.9% ＋1,288 ＋17.2%

5,694 9.6% 6,106 10.3% 9,000 10.2% ＋3,305 ＋58.0%

5,626 9.5% 6,555 11.1% 9,100 10.3% ＋3,473 ＋61.7%

4,879 8.2% 4,211 7.1% 6,850 7.7% ＋1,970 ＋40.4%

213.79 － 184.92 － 300.76 － +86.97 ＋40.7%

2025年3月期

通期予想実績 売上比

 １株当たり当期(四半期)純利益（単位：円）

第3四半期
実績

　売上高

 経常利益

 営業利益

前 期 比
売上比 売上比

 親会社株主に帰属する当期(四半期)純利益

2026年3月期

（2025年度）

※2026年1月予想

（2024年度）

（注） 上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります。
(注) 当社は、2025年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を実施しております。これに伴い、１株当たり四半期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、算出しております。

業績予想修正： 有り
（次頁にセグメント別に記載）

⚫ 売上高は 49.5%増： 高水準の受注残高、船舶向け機器・部品の好調な販売が寄与する見込み

⚫ 営業利益は 58.0%増: 売上高の増加による売上総利益の増加に加え、エンジニアリング事業及び単体機械事業において、

更なる営業利益の上積みを見込む

⚫ 当期純利益は 40.4%増： 営業利益の増加に伴い増加を見込む



7© Mitsubishi Kakoki Kaisha, Ltd. All rights reserved.

連結業績予想の修正 (2026年1月30日修正内容)

Ⅲ. 2026年3月期通期業績予想

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります

修正前 修正後 修正前 修正後 修正前 修正後 修正前 修正後

受注高(百万円) 売上高(百万円) 営業利益(百万円) 配当金(円)

46,500 46,500 

20,500 20,500 

21,500 21,500 

88,500 88,500 

修正なし

2,700 2,950 

5,200 5,400 

650 
650 

8,550 9,000 

修正前比

＋5.3%

⚫ GX事業において、水素利活用、バ

イオガス案件等の実施確度の高ま

りに伴い増額

86 

105 
修正前比

＋22.1%

⚫ 修正なし ⚫ エンジニアリング事業において、完

工した工事案件におけるコスト改善、

追加工事の獲得が寄与し、営業利益

の増加を見込む

⚫ 単体機械事業において、アフター

サービス、船舶環境規制対応機器

の販売が好調なため、営業利益の

増加を見込む

⚫ 当期純利益予想の増益に伴い

増配

⚫ 配当性向は35.0%

（中期経営計画の株主還元方針）

32,000 32,000 

21,000 21,000 

16,500 17,500 

69,500 70,500 

修正前比

＋1.4%

エンジニアリング事業 単体機械事業 GX事業 1株当たり年間配当金
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受注高 ˃ (Q3) 大型案件の受注が無く前年同期比で減少したが、概ね計画通り推移

˃ (通期)米国の通商政策をはじめとする地政学リスクの高まり等による顧客の投資計画・実行に一部見直しがあり、
前期比では減少するが、受注確度の高い案件の獲得を複数見込み、概ね前回予想値(2025年10月発表)にて着地見込み

売上高 ˃ (Q3) 前期までの受注残高（主に国内ケミカルプラント(半導体素材関連プラント等)、下水処理施設）が寄与し、前年同期比で増加

˃ (通期)Q3同様に前年比増加を見込む

セグメント利益 ˃ (Q3) 売上高増加に伴う売上総利益の増加に加え、完工した工事案件におけるコスト改善、追加工事の獲得が寄与し、前年同期比で増加

˃ (通期)Q3同様に前年比増加を見込み、増額修正

32,835

19,050

【Q3】前年同期比:

 ▲42.0%
39,782

32,000

受注高

25,307
32,144

【Q3】前年同期比:

＋27.0%

36,539

46,500

売上高

343

1,635

【Q3】前年同期比:

＋376.6%

1,620

2,950

セグメント利益

53,746

39,246

【Q4予想】前期比: 

▲27.0%

受注残高

1) エンジニアリング事業

Ⅳ. セグメント別の状況(2026年3月期第3四半期実績・通期予想)

決算のポイント

セグメント別業績推移 (単位：百万円)

2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月末 2026年3月末

(2024年度) (2025年度) (2024年度) (2025年度) (2024年度) (2025年度) 実績 予想

実績 実績・予想 実績 実績・予想 実績 実績・予想

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります

 ：Q3実績(累計) ：通期実績 ：通期予想
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受注高 ˃ (Q3) 好調な造船・海運市況に支えられ、油清浄機の本体及び部品、船舶環境規制対応機器の受注が上期に引き続き増加

˃ (通期)好調な市況は継続し、引き続き高い水準を維持できる見込み

売上高 ˃ (Q3) 油清浄機の本体及び部品、船舶環境規制対応機器の受注が寄与し、前年同期比で増加

˃ （通期)受注高の増加に伴い、Q3同様に前年比増加を見込む

セグメント利益 ˃ (Q3) 売上高増加に伴う売上総利益の増加に加え、利益率の高いアフターサービス部品・工事が寄与し、前年同期比で増加

˃ (通期)Q3同様に前年比増加を見込み、増額修正

14,341 15,225

【Q3】前年同期比:＋6.2%

20,035
21,000

受注高

13,068
14,886

【Q3】前年同期比:＋13.9%

17,750

20,500

売上高

3,250
4,225

【Q3】前年同期比:

＋30.0%

4,096

5,400

セグメント利益

10,152 10,652

【Q4予想】前期比: 

＋4.9%

受注残高

2) 単体機械事業

Ⅳ. セグメント別の状況(2026年3月期第3四半期実績・通期予想)

決算のポイント

セグメント別業績推移 (単位：百万円)

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります

2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月末 2026年3月末

(2024年度) (2025年度) (2024年度) (2025年度) (2024年度) (2025年度) 実績 予想

実績 実績・予想 実績 実績・予想 実績 実績・予想

 ：Q3実績(累計) ：通期実績 ：通期予想
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受注高 ˃ (Q3) 概ね計画通り推移

˃ (通期)水素利活用やバイオガス案件等における大型案件の受注確度の高まり等により増額を見込む

売上高 ˃ (Q3) 前期までの受注残高（主に大型水素製造設備）が寄与し、前年同期比で増加

˃ (通期)Q3同様に前年比で大幅な増加、計画値達成を見込む

セグメント利益 ˃ (Q3) 売上高増加に伴う売上総利益の増加が販管費の増加を上回り増益

˃ (通期)売上高増加に伴う売上総利益の増加が販管費の増加を上回り、前年比で大幅な増加を見込み、通期で黒字化を達成

39,852
35,852

【Q4予想】前期比: ▲10.0%

受注残高

1,810
2,335

【Q3】前年同期比:

＋29.0%

5,109

17,500

受注高

2,938

12,243

【Q3】前年同期比:

＋316.7%

4,912

21,500

売上高

▲42 245

【Q3】

Q2の黒字転換後、増益

▲22

650

セグメント利益

3) GX事業

Ⅳ. セグメント別の状況(2026年3月期第3四半期実績・通期予想)

決算のポイント

セグメント別業績推移 (単位：百万円)

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります

2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月末 2026年3月末

(2024年度) (2025年度) (2024年度) (2025年度) (2024年度) (2025年度) 実績 予想

実績 実績・予想 実績 実績・予想 実績 実績・予想

 ：Q3実績(累計) ：通期実績 ：通期予想
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業績の推移
Appendix 1.  過去の業績推移

8,449 10,138 8,578

17,746

10,383

12,743 11,861

23,559

17,333

13,261

16,442
20,217

19,582 13,907

12,967

9,148 

10,976 

42,141 

15,940 
33,888 

46,783

53,194

93,861

64,927

70,500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

22年3月期

（21年度）

実績

23年3月期

（22年度）

実績

24年3月期

（23年度）

実績

25年3月期

（24年度）

実績

26年3期

（25年度）

実績・予想

受注高 営業利益
（百万円）

（百万円）（百万円）

Q1実績 Q2実績 Q3実績 Q4実績 営業利益率/年(実績・予想)Q4予想

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります。

279 343 335

1,099
1,4411,088

1,559 1,842

1,166

2,240

67

202

1,128
1,364

2,425

1,336
417

1,105

2,065

2,894

2,770
2,521

4,410

5,694

9,000

6.1%
5.7%

9.2%

9.6%

10.2%

0
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25年3月期

（24年度）

実績

26年3期

（25年度）

実績・予想

営業利益・営業利益率

9,440 8,957 9,243 
11,944 

15,813 

11,959 12,243 12,902 

14,679 

20,310 10,538 10,175 
12,075 

14,690 

23,150 

13,501 13,215 
13,554 

17,889 

29,226 

45,438 44,590 
47,774 

59,202 
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売上高
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業績の推移（セグメント別） 1)

Appendix 1.  過去の業績推移

Q1実績 Q2実績 Q3実績 Q4実績 営業利益率/年(実績・予想)Q4予想

6,808 5,867 5,561 6,673 
8,795 

9,008 
9,177 9,496 

8,958 

10,872 

7,290 
6,581 

8,273 
9,676 

12,477 

10,106 
9,622 

9,182 

11,231 

14,356 

33,212 
31,247 

32,512 

36,539 

46,500 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
売上高

49 ▲119 

▲399 7 

136 

754 
1,037 

1,360 

62 

762 

▲289 
▲417 

405 

335 

737 922 

▲193 

222 

1,215 

1,315 

1,436 

308 

1,588 

1,620 

2,950 

4.3%

1.0%

4.9% 4.4%
6.3%

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
営業利益・営業利益率

5,311 6,296 4,591

13,102

4,612

9,548 8,326

19,667

11,984

7,076

12,829
16,616

15,881
7,749

7,362

5,544

7,104

37,939

6,946

12,950

33,234

38,343

78,079

39,782

32,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000
受注高 （百万円）（百万円）

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3
(21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度)

実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想

営業利益
（百万円）

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります。
（注）24/3(23年度)以前のセグメント情報については変更前の、25/3(24年度)以後のセグメント情報については変更後の報告セグメントの区分に基づき、それぞれ記載しています。

2,631 3,090 3,682 4,157 
5,133 

2,952 
3,066 

3,406 
4,476 

4,856 3,247 
3,594 

3,801 

4,434 

4,897 

3,395 
3,592 

4,372 

4,681 

5,614 

12,225 
13,342 

15,261 

17,750 

20,500 
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25,000
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722 
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414 
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884 

845 

1,175 
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2,212 

2,822 

4,096 

5,400 
10.9%
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4,853
4,9053,612

3,600
3,700

4,894
4,845

3,604

3,872
4,201

5,693
5,775

13,549

14,850
15,782

20,035
21,000

0

5,000

10,000
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営業利益
（百万円）
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単
体
機
械

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3
(21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度)

実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想
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業績の推移（セグメント別） 2)

Appendix 1.  過去の業績推移

営業利益
（百万円）

（百万円）（百万円）

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
＋

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3
(21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度)

実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想

6,808 5,867 5,561 7,786 
10,679 

9,008 9,177 9,496 
10,203 

15,453 7,290 6,581 8,273 

10,255 

18,255 

10,106 
9,622 

9,182 

13,205 

23,612 

33,212 
31,247 32,512 

41,451 

68,000 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000
売上高

49 ▲119 
▲399 

116 

17 

754 1,037 
1,360 

38 

905 

▲289 
▲417 

405 

207 

958 
922 

▲193 

222 

1,235 

1,720 

1,436 

308 

1,588 

1,598 

3,600 

4.3%
1.0%

4.9% 3.9% 5.3%

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
営業利益・営業利益率

5,311 6,296 4,591

13,151

4,906

9,548 8,326

19,667

12,480

8,358

12,829
16,616

15,881
9,014

8,122

5,544

7,104

37,939

10,245

28,114
33,234

38,343

78,079

44,891
49,500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000
受注高

Q1実績 Q2実績 Q3実績 Q4実績 営業利益率/年(実績・予想)Q4予想

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります。
（注）24/3(23年度)以前のセグメント情報については変更前の、25/3(24年度)以後のセグメント情報については変更後の報告セグメントの区分に基づき、それぞれ記載しています。

（百万円）（百万円）

1,113 1,884 
1,245 

4,581 

579 

5,778 

1,973 

9,257 

4,912 

21,500 

0

5,000
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404 
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650 
▲0.4%
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-200
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200
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49 294496
1,2821,265

759

3,298

15,165

5,109

17,500

0

5,000

10,000

15,000

受注高

GX
セグメント設置前

（実績無し）
セグメント設置前

（実績無し）
セグメント設置前

（実績無し）

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3
(21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度) (21年度) (22年度) (23年度) (24年度) (25年度)

実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想 実績 実績 実績 実績 実績・予想

営業利益
（百万円）

GX
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会社概要 （2025年9月30日現在）

Appendix 2.  会社概要

商号
三菱化工機株式会社
（Mitsubishi Kakoki Kaisha, Ltd.）

代表取締役 代表取締役 社長執行役員 田中 利一

本社

本社：

 神奈川県川崎市川崎区大川町2番1号

本社事務所：

 神奈川県川崎市幸区堀川町580番地

 ソリッドスクエア東館

設立 1949年9月 （創立：1935年5月）

資本金 39億5,697万5千円

連結従業員数 1,046名

事業内容
各種プラント・環境設備および各種単体機械等の
設計、製作、据付、販売

上場区分 東京証券取引所 プライム市場

証券コード 6331

業種区分 機械

発行可能
株式総数

48,000,000 株

発行済
株式数

23,741,850 株

単元株式数 100 株

大株主
(自己株除く)

① 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

② 株式会社日本カストディ銀行（信託口）

③ 明治安田生命保険相互会社

④ 三菱化工機取引先持株会

⑤ BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG (FE-AC)

⑥ 三菱化工機従業員持株会

⑦ 株式会社横浜銀行

⑧ STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 50523

⑨ MSIP CLIENT SECURITIES

⑩ 第一実業株式会社



15© Mitsubishi Kakoki Kaisha, Ltd. All rights reserved.

事業系統図 （2025年12月31日現在）

Appendix 2.  会社概要

報告セグメント

GX事業
エンジニア
リング事業

単体機械
事業事業セグメント / 関連会社 主な事業内容

産業機械 / 舶用機械 遠心分離機、ろ過機、攪拌機、除塵装置、舶用環境規制対応機器

三菱化工機株式会社 プラント / 水素・エネルギー / 環境
石油化学、半導体、電子材料、医薬、食品関連のプラント建設 ／
水素製造装置、水素ステーション、都市ガス関連プラント ／ 
各種水処理施設、廃棄物処理施設、バイオガスプラント

MKKビジネスプラス株式会社 厚生サービス、三菱化工機グループ各社へのシェアードサービス 非連結子会社

株式会社MKKi 新規事業形態探索およびビジネスモデルデザイン、イノベーション人
材の育成等

非連結子会社

菱化機械技術(上海)有限公司（中国） 中国における舶用機器装置、各種分離機および部品の販売、
技術支援並びに保守、修理等サービス業務

非連結子会社

日誠工業株式会社 煙突の製作・監理、プラント配管工事 非連結子会社

子会社

MKK EUROPE B. V. （オランダ） 欧州における船舶機器装置・部品の販売並びに保守・補修等サービス
業務

MKK Asia Co., Ltd （タイ） 東南アジア地域におけるプラント設備の設計、機材調達、建設、
メンテナンス、改造工事

MKK東北株式会社 強化プラスチック（FRP）製品の製造・販売 ／ 
下水処理場などの維持管理

三菱化工機アドバンス株式会社 下水処理場などの維持管理 ／ 各種プラント・環境装置の設計、製造、
建設、アフターサービス、メンテナンス、維持管理、環境測定、人材派遣等
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三菱化工機グループ2050経営ビジョン 策定の背景

Appendix 2.  会社概要

持続可能な

循環型社会推進事業

水・食・自然災害等の
課題解決に向けた

次世代技術開発事業

課題解決に向け、4つの戦略的事業領域を設定

当社のケイパビリティ

水素を核とした

クリーンエネルギー
事業

デジタルを活用した

省力・省エネ事業

2 3 41

2050年に向け、
当社グループとして解決を目指す

５つの社会課題を設定
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三菱化工機グループ2050経営ビジョン 事業ポートフォリオ改革と目指す収益構造

Appendix 2.  会社概要

新規事業領域におけるビジネス確立既存事業から新規事業領域主体へシフト

マイル
ストーン 課題解決に向けた組織改編

中核事業の確立と不採算事業の見直し

組織最適化

中核事業と新たな成長事業の更なる拡大

売
上
高
（連
結
）

2021 2050

4～5割既存事業領域

売上高1,000億円 ※（注）

2035
創立100周年

新規事業領域（既存事業の深化）

5～6割

新規事業領域（新たな獲得事業）
アライアンスやM&Aを活用し

非連続な成長を実現

事業
ポートフォリオ

と
数値目標

プラント 環境

単体機械
次世代技術開発

戦略的事業領域

省力・省エネ

クリーンエネルギー循環型社会推進
2

3 4

1

MKKグループの
確固たる主要ビジネスへ

（注）上記の売上高目標（2035年度）は、2021年11月の三菱化工機グループ2050経営ビジョン策定当時に定めたものです。
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中期経営計画(2025年度～2027年度) 1)現中計の位置づけ

Appendix 2.  会社概要

⚫GX事業の成長と売上拡大を図る、経営ビジョンの実現に向けた「飛躍の3年間」と位置づける

戦略的事業領域

エンジ
ニアリング

単体機械

現中計期間（2025～2027年度） 2035年度

目指す姿

事業
ポートフォリオ

財務実績
・目標

(最終年度)

「循環型社会推進」「クリーンエネルギー」領域
を主とするGX事業の製品・サービスを拡大し、

顧客の脱炭素化のパートナーを担う企業

GX事業において中核事業として確立した
「循環型社会推進」「クリーンエネルギー」
「省力・省エネ」領域のプロフェッショナル
として、社会の持続可能な発展を支える

企業

エンジニアリングとモノづくり
を通じて産業を支えながら、

顧客と共に脱炭素化に貢献する
事業探索とR&Dを進める企業

−売上高： 900億円
−内、GX： 230億円

−営業利益率： 9%以上
−ROE： 12%以上
−PBR： 1倍以上

−売上高： 1,000億円以上 ※(注)
−内、GX： 500～600億円

−営業利益率：
−ROE： さらなる改善
−PBR：

GX

エンジ
ニアリング

単体機械

GX

足固め期 成長期 目指す姿

技術進化と市場開拓により、
岩盤化

リソースの積極投下、
製品開発の加速により、
早期事業化

市場成長を追い風に、
売上高の過半まで成長

周辺市場・新市場への
拡大と差別化により、
規模を維持しつつ収益性を改善

飛躍の3年間

エンジ
ニアリング

単体機械

− 売上高： 592億円
− 営業利益率： 9.6%
− ROE： 13.4％
− PBR： 0.81倍

前中計期間(～2024年度)

（注）上記の目指す姿（2035年度）は、2021年11月の三菱化工機グループ2050経営ビジョン策定当時に定めたものです。
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中期経営計画(2025年度～2027年度) 2)骨子・主要施策

Appendix 2.  会社概要

⚫事業ポートフォリオの進化と、資本コスト・株価を意識した経営の確立を実現し、また、それを支える持続可能な経営基盤の

強化を図る

目標

売上高900億円、営業利益率9%以上
PBR1倍以上、ROE12%以上

を達成

「循環型社会推進」「クリーンエネルギー」領域を
主とするGX事業の製品・サービスを拡大し、

顧客の脱炭素化のパートナーを担う企業

事業・財務
戦略

経営基盤
の強化

 成長投資の実行

 資本効率の向上

 株主還元の強化 / 成長期待を高める情報発信

資本コスト・株価を意識した経営の確立
骨子②

 GX事業の確立

 基盤事業の競争力強化

 事業拡大戦略の実践

事業ポートフォリオの進化
骨子①

 人的資本戦略の推進

 モノづくり戦略の実践

人的資本・技術資本の強化
骨子③

 事業ポートフォリオ管理 / ROIC経営の浸透

 サステナビリティの推進

経営ガバナンスの透明性向上
骨子④
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中期経営計画(2025年度～2027年度) 3)事業ポートフォリオの方向性

Appendix 2.  会社概要

⚫GX事業は売上成長、基盤事業は収益性向上を目指し、会社全体として売上成長と収益性向上の両立を図る

GX事業

市場の中長期的な成長が見込まれる「成長事業」の位置づけ

► リソースの積極投入/積極投資により、製品開発や事業拡
大を加速

将来性を加味した 収益性

将
来
性
を
加
味
し
た

成
長
性

基盤事業

差別化・競争優位性の確保により収益性の向上を図る「成熟事業」
の位置づけ

► 適正な価格設定やアフターサービス強化により収益改善
を図る

► 低収益事業の見直し・再構築により、早期の収益改善を図
る

売上成長

収益性向上

低成長・低収益事業の見直し・再構築

エンジニアリング事業

プラント環境
水素・

エネルギー

単体機械事業

舶用機械産業機械

GXを中心とした

80億円
の成長投資

内訳 30億円：R＆D合計
50億円：M＆A合計
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887売上高CAGR

9.2%

過去
最高水準

845 917 927

695

75

75

27

56

90
84

中期経営計画(2025年度～2027年度) 4)数値計画

Appendix 2.  会社概要

⚫前中計最終期の受注残高をもとに、2026年3月期に売上高800億円超へ伸ばしたうえで、

2028年3月期には売上高900億円、営業利益率9%以上、ROE１2％以上を目指す

現中計期間では、前中計期間より売上成長のペースが加速、利益率もさらなる改善を狙う

営業利益率ROE 営業利益

現中計期間での収益性指標の目標値

（単位：億円）

現中計期間

現中計期間での事業規模の目標値

（単位：億円） 受注高 売上高受注残高

22年3月期
実績

25年3月期
実績

26年3月期
予想

27年3月期
計画

28年3月期
計画

467

649
705

800

910

419

1,037

857 887 897

454

592

885

770

900

22年3月期
実績

26年3月期
予想

28年3月期
計画

27年3月期
計画

25年3月期
実績

現中計期間

売上高CAGR

15.0%

8.9% 9.7% 9.3%

13.5% 12.2% 12.6%

6.1%

9.6%

10.2%

9.7% 9.3%

9.7%

13.4%
15.8%

12.2% 12.6%
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80
86

中期経営計画(2025年度～2027年度) 5)株主還元方針

Appendix 2.  会社概要

⚫現中計期間では、配当性向は40％に引き上げ、配当の下限としてDOE3.5%を設定

2025年10月に続き、

当期増益予想を見込み、

2026年１月、配当予想を修正

2026年3月期 1株あたり配当金（計画）

中間配当 期末配当 年間配当

期初計画 40円 40円 80円

2025年
10月修正 40円 46円 86円

2026年
1月修正 40円 65円 105円

32.7%
35.0%

40.0% 40.0%

（注） 上記の業績・配当予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります。
（注） 当社は2025年4月1日付で普通株式1株を3株に株式分割しております。このため、2025年3月期以前の数値は株式分割を考慮して計算した値を表示しております。

70

105
90

100

25年3月期 26年3月期 27年3月期 28年3月期

配当性向(連結) 1株当たり配当(円)DOE(連結)

DOE下限

3.5%

株主還元の実績と現中計期間の計画

現中計期間

株主還元の強化

4.4% 4.6%
4.8%

5.0%
4.4%

5.5%

4.8%
5.0%
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【参考】 2025年10月31日に発表した期初計画からの連結業績予想の修正

Appendix 2.  会社概要

（注）上記の業績予想は、決算発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は 今後様々な要因によって予想と異なる可能性があります

期初計画 10/31修正 期初計画 10/31修正 期初計画 10/31修正 期初計画 10/31修正

受注高(百万円) 売上高(百万円) 営業利益(百万円) 配当金(円)

45,500 46,500 

20,000 20,500 

19,000 21,500 

84,500 88,500 

修正前比

＋4.7%

2,300 2,700 

4,600 
5,200 

600 

650 7,500 
8,550 

修正前比

＋14.0%

⚫ エンジニアリング事業では顧客の

投資判断の遅れ・見直しが一部案

件に影響し、減少の見込み

⚫ GX事業では水素利活用、バイオ

ガス案件等、単体機械事業では舶

用分野などで受注拡大を見込む

⚫ 以上の結果、受注高予想は総額と

して修正無し

80 
86 

修正前比

＋7.5%

⚫ エンジニアリング事業、GX事業は、

前期までの受注残高を着実に売上

計上する見込み

⚫ 単体機械事業は、好調な造船・海

運市況に支えられ、油清浄機、船

舶環境規制対応機器のビジネスが

引き続き拡大

⚫ 各事業において、売上高の増加に

よる売上総利益の増加が寄与

⚫ エンジニアリング事業は、上期に完

工した工事案件におけるコスト改

善が寄与

⚫ 単体機械事業は、アフターサービ

ス、船舶環境規制対応機器が好調

⚫ 当期純利益予想の増益に伴い

増配

⚫ 配当性向は35.0%

（中期経営計画の株主還元方針）

38,000 
32,000 

19,500 
21,000 

12,000 16,500 

69,500 69,500 

修正なし

エンジニアリング事業 単体機械事業 GX事業 1株当たり年間配当金
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事業概要

Appendix 3.  当社の強み・ビジネスモデル

⚫ ケミカル・電子材料関連プラント、水素・エネルギープラント、環境設備を設計・調達・建設する「エンジニアリング事業」

⚫ コア技術である分離・ろ過技術を用いた遠心分離機、ろ過機など各種単体機械を製作する「単体機械事業」

⚫ 経営ビジョンに掲げる「CO2・気候変動」「資源循環」「水・食料」「労働力不足」「自然災害」の社会課題解決に貢献する「GX事業」

GX事業

● 水素サプライ
チェーン関連装置

● 水素ステーション

● GX用途向け水素
製造装置

● 微細藻類培養技術

● GX関連プラント

エンジニアリング事業 単体機械事業

● 化学品プラント

● 電子材料(半導体)関
連プラント

● ファインケミカル
プラント

● 植物油プラント

● 食品・医薬品プラント

● 水素製造装置

● LNG・都市ガス関連
装置

● 石油精製関連装置

● 下水処理設備

● 廃棄物処理設備

● 脱臭装置

● ごみ埋立地浸出水
処理設備

● 遠心分離機

● ろ過機

● 撹拌機

● 海水取水用除塵設
備

● 油清浄機

● 船舶環境規制対応
機器

プラント 水素・エネルギー 環境 産業機械 舶用機械

● バイオガス利活用
関連装置

● 汚泥熱可溶化装置

● SAF用遠心分離機

● iFactory®

● 電界フィルター®

● GX関連機械

開発中

● CO2回収装置

● メタネーション

● 水電解水素製造装置

● CO2液化装置

● 吸蔵合金水素圧縮機

● アンモニア分解

循環型社会推進 クリーンエネルギー

省力・省エネ 次世代技術開発

新規技術開発、既存技術・製品の改良、用途の開発により、経営ビジョンに掲げる社会課題解決に貢献する戦略的事業領域に適合

25％ 5０％ 25％

5５％ ２０％ ２５％ ２０％ ８０％

（注）上図のうちセグメント名左上に付記の割合は、2026年3月期通期における売上高比率（予想値）を示しております。
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GX事業の製品・サービス

Appendix 3.  当社の強み・ビジネスモデル

⚫直近で成長している水素需要へは、水素製造装置などの主力製品を投入して事業を拡大させる

⚫今後の成長が見込まれる低炭素水素（ブルー・グリーン水素）やCO2回収などカーボンリサイクルの領域へは、現中計期間中

に市場投入するようにR&Dを推進していく

持続可能な循環型社会推進事業

水素を核としたクリーンエネルギー事業

デジタルを活用した省力・省エネ事業

水・食・自然災害等の課題解決に向けた

次世代技術開発事業

1

2

3

4

バイオガスからの水素製造
（バイオガス利活用）

藻類培養

メタネーション
（カーボンリサイクル・水素利活用）

開発中

CO2液化装置
（カーボンリサイクル）

開発中

アンモニア分解
（水素利活用）

開発中

水電解水素製造装置
（グリーン水素）

開発中

水素吸蔵合金配送システム
開発中

バイオガス発電
（バイオガス利活用）

GX用途向け水素製造装置
（水素利活用）

CO2回収装置
（ブルー水素･カーボンリサイクル）

開発中
iFactory®

（省エネ医薬品製造)

電界フィルター®「Ele-Fil®」
（新技術開発）

吸蔵合金水素圧縮機
（水素吸蔵合金）

開発中

Quick-Win

Quick-Win

汚泥熱可溶化装置
（バイオガス利活用）

水素ステーション
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ビジネスモデル

Appendix 3.  当社の強み・ビジネスモデル

エンジニアリング
（EPC）

モノづくり
（Manufacturing）

フィジビリティ・スタディ

提案

引合

見積

受注

設計

機器製作・資材調達

建設

試運転・引き渡し

運用・保守

プロジェクト型

製品開発

提案

引合

見積

受注

設計

部材調達

加工・組立て・試運転

検査・出荷・納入

保守

三菱化工機の
製品・サービス

見込み生産型

半導体関連
メーカー

食品会社

下水処理場 エネルギー会社 造船所
など

受注生産型

必要部品を
見込み生産し

て在庫

受注後に
部品製作から

開始

顧客の要求性能に準じて
設計し、建設

平均
リードタイム

2～3年

平均
リードタイム
半年～2年

Engineering

Procurement

Construction

化学会社

納入先（顧客）

大型水素製造設備

連続回転ろ過機
 CURUPO®（クルポ）
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収益および費用の計上基準について（工事進行基準）

Appendix 3.  当社の強み・ビジネスモデル

⚫エンジニアリングに係る工事契約の多くは、進捗度に応じて収益を認識（下図のイメージ）

⚫各種単体機械の製品販売の多くは、製品の引渡時点で収益を認識

〔 契約金額：10億円 ／ 工期：２年 〕 の条件で受注した、仮の工事請負案件の収益認識のイメージ

工事案件における収益認識のイメージ（工事進行基準）

0

25

50

75

100

y年度 Q1 y年度 Q2 y年度 Q3 y年度 Q4 y+1年度 Q1 y+1年度 Q2 y+1年度 Q3 y+1年度 Q4

進捗率(%)

（原価ベース）

y年度決算

（%）

+10%

+30%

+5%

進捗率25%に相当する 250百万円を売上高へ計上
（残り750百万円は受注残高として処理）

残り75%に相当する 750百万円を売上高へ計上
（この案件における受注残高はゼロに）

設計

機器製作 / 資材調達

受注

y+1年度決算

+55%

建設

売上高

受注残高

（期）

試運転

引渡

売上高
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IRに関するお問い合わせ先

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。

また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成していますが、当社はその正確性、

完全性を保証するものではありません。

本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身のご判断と責任においてご利用されることを

前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

IRに関するお問い合わせ先

三菱化工機株式会社 企画部

将来見通し等に関する注意事項

本資料に掲載の企業、団体等の名称については、敬称を略して掲載しております。

本資料に関する注意事項

お問い合わせ： ir_team@kakoki.co.jp
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